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 「応援＝励まし」は勇気の源！ ～根木 慎志さんと出会って～ 

校長 坂元 裕則 

先日、シドニーパラリンピック車いすバスケットボールで日本チームのキャプテンとし

て活躍した根木慎志さんが本校を訪問され、５年生児童を対象に講話や車いすバスケット

ボール体験を通して交流を深める機会がありました。 

幸運なことに授業が始まるまで少々時間があったので、校長室で根木さんとお話するこ

とができました。初対面にもかかわらず出会った瞬間から自然に話ができる魅力ある方で、

しかも私と年齢も近く（根木さんの方が私より２歳若い）、スポーツのことやシドニーパラ

リンピックの話など、時間が経つのを忘れるぐらい話が盛り上がりました。熱く優しく常

に前向きな人柄。人懐っこい笑顔。日本全国、年間１００以上の講演を続けている彼の瞳

はキラキラ輝いていました。根木さんがなぜ日本チームのキャプテンを務めていたのか、

わかるような気がしました。 

子どもたちとの交流で車いすバスケットボールの技術を披

露していただく場面がありました。車いすのタイヤを左右交互

にうまく押しながらスピードに乗り、ドリブルします。ゴール

の近い場所でセットしてからのシュート、ドリブルをしながら

一気に攻め込んでのシュート、フリースローからのシュート、

最後にスリーポイントからのシュート。すべてのシュートが百

発百中で入ります。シドニーパラリンピック当時から年数が経

っているにもかかわらず、技術的な衰えを感じさせないもので

した。「すごい！格好いい！」子どもたちは食い入るように根木さんを見つめ、応援し、歓

声をあげ、拍手を送りました。 

 

根木さんから子どもたちに伝えていただいた話の中に「応援＝励まし」という言葉が何

度も出てきます。事故で下半身不随となり、絶望の境地から前を向いて生きていこうと決

心できた時の「応援＝励まし」。車いすバスケットボールと出会い、真剣にパラリンピック

代表選手になりたいと目標に向かって取り組んだときの「応援＝励まし」。国際大会やパラ

リンピックに出場したときの「応援＝励まし」。そして、たった今、シュートをする時に子

どもたちからもらった「応援＝励まし」。すべては自分自身の力となり勇気をもらい、何事

も前向きに楽しんで取り組めるエネルギーの源だそうです。 

小学校時代の「跳び箱」の話も印象的でした。苦手な跳び箱を周囲の仲間に助けられ取

り組んだ内容は、私の小学校時代と重なるものがあり、まさしくクラスの仲間からの「応

援＝励まし」があったからこそ、勇気が出て楽しく取り組めたことと同じで驚きました。 

 

コロナ禍の２学期でしたが、学校生活において子どもたちが

励ましの言葉をかけ、協力し合い、学習や行事、掃除などに取

り組む姿をたくさん見かけました。玉津の子どもたちの素晴ら

しいところです。この良さをずっと照らし続けてほしいと願っ

ています。そして、これからもみんなで笑顔あふれる素敵な学

校にしていきましょう。 
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剪定・除草作業ありがとうございました 

「子どもたちが気持ちよく学校生活を過ごせるように」と、

今年も 11月７日（土）に守山市シルバー人材センター玉津支部

の皆様が、校舎周辺の環境整備をしてくださいました。生い茂

ったソテツや学級園周辺、校舎の裏手など愛校活動や日ごろの

清掃では行き届いていないところの剪定や除草作業をしてくだ

さり、見違えるほど美しくなりました。ありがとうございました。 
   

一人 1 台のＰＣ端末の整備 

国が進めるＧＩＧＡスクール構想により、本校にも一人 1 台の学習用パソコン（クローム

ブック chromebook）と充電保管庫、そして、体育館をはじめ校内のどの

教室でもつながるインターネット環境の整備をしていただきました。 

上学年は、これまでから社会科や総合的な学習の時間（玉津タイム）

をはじめ、様々な学習場面でＰＣ端末を活用しながら学習を進めてきて

いました。１・２年生も、一人ずつに割り当てられたアカウントで学級

のサイト（クラスルーム classroom）

にアクセスし、ＡＩドリル学習など

をはじめています。 

今後、冬休み期間中も、自宅にあ

る端末や希望者に貸し出した端末

を使って、ドリル学習や動画を視聴

しながらの学習などに取り組める

よう整えていく予定です。 
     

一輪車と図書の購入、オリジナルエコバックの配布（ＰＴＡ） 

 今年は、例年のようにはＰＴＡ活動が進められない状況が続いていま

す。そこで、取り組みを検討され、古くなり使用できなくなってきてい

る一輪車の整備、人権講演会の開催に替わり人権にかかわる図書の購入、

オリジナルエコバックの配布を進めていただきました。 

 10月末に一輪車を 14台整備していただき、近頃は、男女ともにいろ

いろな学年の子が一輪車を楽しんでいます。 

また、子どもたちが興味を深めそうな人権に関する本を９冊選定し購入してくださいまし

た。図書室に置き、子どもたちが自由に読めるようにいたします。 

オリジナルエコバックの取り組みでは、子どもたちから玉津小キャラクター「できるんじ

ゃー」のポーズデザインとメッセージを募集し、選ばれたデザインとメッセージをＰＴＡ役

員さんの手作業でペイントし、オリジナルエコバックに仕上げてくださいました。今後、各

家庭で利用され、子どもたちが家族の一員として家の仕事にかかわったり、親子でエコ活動

への関心を高めたりすることにつながっていくことを願います。 

 

 

 

 

 

 

 

           

すっきり美しくなった 
ソテツと学級園 

各教室の充電保管庫に 
1人 1台のＰＣを収納 


